
文化・歴史による観光・地域づくり



53. 歴史的資源を活用した観光まちづくり事業 令和３年度補正予算額：

９，９８８百万円の内数

歴史的資源を活用した観光まちづくり展開地域等において、地域の城寺・古民家・伝統
文化等の歴史的資源を活用した観光コンテンツの造成等の支援を行う。また、事業推進の
環境整備として、地域側への機運醸成や保存・活用に関わる指針を策定し、成功地域創出
に寄与する。

（１）モデル事例創出調査事業
他地域に横展開できるモデル事例を創出するために、計画策定等の
初動支援、専門家による伴走支援、コンテンツ造成や販路形成支援
を実施。

（２）城泊についての専門家派遣事業
城泊に取組む意欲がある地方自治体・DMO等に対して、
専門家を派遣し、首長や自治体内の担当者等へ理解促進や城泊及び
歴史的資源を活用した観光まちづくりを進める助言を行う。

（３）城泊・寺泊・古民家泊の滞在環境・体験コンテンツ整備
上質な観光サービスを求める国内外の旅行者に向けた城泊・寺泊・

古民家泊の高質化を目的に、宿泊施設の改修や実証実験、体験コンテンツ造成等を支援。

（１） ：地方自治体、観光まちづくり団体等
（２）（３）：観光地域づくり法人（DMO）、地方公共団体またはそれらを含む

地域協議会、民間事業者等

インバウンド化に伴う
リフォーム滞在環境整備

コンシェルジュ
多言語対応支援

（１） モデル事例創出調査事業
（２） 城泊についての専門家派遣事業
（３） 城泊・寺泊・古民家泊の滞在環境・体験コンテンツ整備

概 要

事業イメージ

城主体験 侍体験 座禅・写経体験

対象者

対象事業
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（１）モデル事例創出調査事業

・他地域に横展開できるモデル事例を創出するために、計画策定等の初動支援、
専門家による伴走支援、コンテンツ造成や販路形成支援を実施。

・採択件数：８地域程度（2000万円・定額）

（２）城泊についての専門家派遣事業

・城泊に取組む意欲がある地方自治体・DMO等に対して、専門家を派遣し、首長や自治
体内の担当者等へ理解促進や城泊及び歴史的資源を活用した観光まちづくりを進める
助言を行う。

・採択件数：４件程度（専門家派遣のみ）

（３）城泊・寺泊・古民家泊の滞在環境・体験コンテンツ整備

・上質な観光サービスを求める国内外の旅行者に向けた城泊・寺泊・古民家泊の高質化
を目的に、宿泊施設の改修や実証実験、体験コンテンツ造成等を支援。

・採択件数：８件程度（上限1000万円・補助率：1/2）

令和４年１月以降に順次募集開始予定

支援内容

支援手続スケジュール（予定）

○問い合わせ先 ：国土交通省 観光庁 観光資源課
TEL 03-5253-8925
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54. 観光再開・拡大に向けた文化観光コンテンツの
充実事業

令和３年度補正予算額：
６００百万円の内数

適正な収益を生む持続可能な文化観光コンテンツの造成を支援し、文化施設や文化資源の
高付加価値化を促進

文化施設・文化資源の設置者・管理者、観光地域づくり法人（DMO）、自治体、
民間事業者等

概 要

事業イメージ

対象者

対象事業

支援スケジュール（予定）

支援内容

文化施設や文化資源の高付加価値化に資する上質な文化観光コンテンツの造成等の取組

対象事業の実施に必要な経費を予算の範囲内で負担（１件２０百万円程度を予定）

未定 （2022年４月頃の公募を想定していますが、具体的なスケジュールについては、

今後、文化庁ホームページでご案内いたします）

○問い合わせ先 ：文化庁 参事官（文化観光担当）
TEL 03-6734-4869
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コロナ禍においても地域が誇る文化資源の魅力発信・誘客効果を高めることができるような工夫及
び補助対象期間後も文化芸術の魅力を持続的に国内外へ発信可能にするためのレガシー創出の取組を
行い企画・実施される新規性・創造性が高い文化芸術プロジェクトを支援するとともに、国内外への
戦略的プロモーションを積極的に行い、インバウンド需要回復及び国内観光需要の一層の喚起、「文
化芸術立国」の基盤強化、文化による「国家ブランディング」の強化等を図る。

営利・非営利問わず多様な団体

55. 日本博イノベーション型プロジェクト 令和３年度補正予算額：
９３５百万円

概 要

事業イメージ

対象者

○ 「日本博」プロジェクトとして企画・実施する新規性・創造性が高い文化芸術プロジェクト等
であって、インバウンド需要回復及び国内観光需要の一層の喚起、「文化芸術立国」としての
基盤強化、文化による「国家ブランディング」の強化に資するもの。

○ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じつつ、地域が誇る文化資源の魅力発信・誘客効果
を高めることができる工夫及び補助対象期間後も文化芸術の魅力を持続的に国内外へ発信可能に
するためのレガシー創出の取組を行うもの。

対象事業

支援内容

支援スケジュール（予定）

補助率：補助対象経費の１/２（加算要件あり。最大2/3）

令和４年１月頃：令和４年度事業公募
令和４年３月頃：採択結果通知
令和４年４月頃：交付決定

○問い合わせ先 ：文化庁 文化経済・国際課 新文化芸術創造室
TEL 03-6734-4468
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56. 文化資源活用推進事業 令和３年度補正予算額：
８０３百万円

国内外へ魅力ある文化観光資源を発信することにより、国内観光需要の一層の喚起
や日本文化に関心がある海外層の訪日意欲を喚起し、地方への誘客を促進することで
地域経済の活性化に寄与する。

地域の文化芸術資源を活用した多様な文化芸術活動やその持続可能な構築に向けて
の取組を支援することで、地域の文化芸術の振興を図る。

地方公共団体

令和４年１月上旬 募集開始
令和４年１月下旬 募集締切
令和４年２月～３月 審査委員会による審査
令和４年３月下旬～４月上旬 審査結果通知

地方公共団体が主体となり、文化芸術分野の専門的人材を活用して地域のアーティスト、
住民や芸・産学官との連携協力を図りながら、観光インバウンドの拡充や地域の魅力ある
文化芸術発信拠点の構築に資する、地域の文化芸術資源を活用した多様な文化芸術活動や
その持続可能な構築に向けての取組

概 要

事業イメージ

対象者

対象事業

支援スケジュール（予定）

○問い合わせ先 ：文化庁 地域文化創生本部 暮らしの文化・アートグループ
TEL 075-330-6737（直通）
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57. 文化芸術創造拠点形成事業 令和４年度予算案額：
９６１百万円

地方公共団体の文化事業の企画・実施能力を全国規模で向上させるとともに、我が国の
文化芸術の基盤を形成してきた多様で特色ある文化芸術の振興を図るため、地域の実状を
踏まえた、地方公共団体が主体となって行う文化芸術拠点形成に向けた取組を支援する。

令和４年１月～２月頃：令和４年度事業募集予定
令和４年３月：採択予定

地方公共団体が主体となり、文化芸術分野の専門的人材を活用して地域のアーツカウンシル
機能の強化等に取り組みながら行う、地域アーティストの活動支援、地域住民との協働、地域
の芸・産学官との連携、地域の文化芸術資源を活用した文化芸術活動の実施等、文化芸術創造
拠点形成に向けた総合的な取組

地方公共団体

概 要

事業イメージ

対象者

対象事業

支援スケジュール（予定）

○問い合わせ先 ：文化庁 地域文化創生本部 暮らしの文化・アートグループ
TEL 075-330-6737（直通）
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58. 国宝・重要文化財建造物保存修理強化対策事業 令和４年度予算案額 ：
１１，２０６百万円

文化財建造物の適切な周期による保存修理を行うと共に文化財の解説板、情報機器の設置
や展示、便益、管理のための施設・設備等の特色ある活用の取組に対して支援し、観光資源
としての充実及び地域の活性化を図る。

文化財の所有者、管理団体など（詳細は要項を参照のこと）

概 要

事業イメージ

対象者

（１）根本修理

（２）維持修理

（３）特殊修理

（４）保存修理（近現代建造物）

（５）情報発信

修理時期を捉えた修理現場の公開等

（６）先端技術活用

（７）公開活用事業

文化財を分かりやすく解説する説明板や情報機器の設置、展示、便益、

管理のための施設・設備の整備等

（８）環境保全等

対象事業

支援内容

支援スケジュール（予定）

○修理、情報発信、先端技術活用、公開活用、環境保全等 … 原則補助対象経費の1/2

・交付予定
令和４年4月、6月、9月、11月
令和５年2月初頭

○問い合わせ先 ：文化庁 文化資源活用課
TEL 03-6734-2834
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59. 文化資源を活用したインバウンドのための環境整備 令和４年度予算案額：
２，２０５百万円

文化財をはじめとする我が国固有の文化資源に付加価値を付け、より魅力あるものにすべく
“磨き上げ”る取組を支援し、観光インバウンドに資するコンテンツ作りを進めるとともに、
先端技術を駆使した効果的な発信を行い、観光振興・地域経済の活性化の好循環を創出する
３つの事業を行う。

事業イメージのとおり

地方公共団体、民間事業者 等

概 要

事業イメージ

対象者

対象事業
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【日本博を契機とした観光コンテンツの拡充】
・主催・共催型プロジェクト（委託事業）

① 総合大型プロジェクト：上限8,000万円

② 分野別大規模プロジェクト：上限6,000万円

・国際的文化フェスティバル展開推進事業

補助率：補助対象経費の１/２（加算要件あり。最大2/3）

・地域ゆかりの文化資産を活用した展覧会支援事業

補助率：補助対象経費の１/２（加算要件あり。最大2/3）

【Living History（生きた歴史体感プログラム）事業】

文化財に新たな付加価値を付与し、より魅力的なものとするための取り組み（Living History）

を支援することなどにより、文化財の活用による地域活性化の好循環の創出を行う。

また、訪日外国人観光客が多く見込まれる「日本遺産」や「世界文化遺産」などにおいて、

地域全体で魅力向上につながる一体的な整備を行うことで、観光拠点としての更なる磨き上げ

を図る。
※補助率：補助対象経費の１/２（加算要件あり。最大2/3）

【日本文化の魅力発信】

上質なコンテンツを求める層の誘客・周遊・リピート促進を目的に、日本政府観光局と連携し、

日本文化の魅力をオンライン発信する全国規模の事業を、一般競争入札で選定（1者）し実施

する。

スケジュールは未定（各事業ごとにご確認ください。）

支援内容

支援スケジュール（予定）

○問い合わせ先 ：文化庁 政策課
TEL 03-6734-2809
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60. 文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光推進事業
令和４年度予算案額：
２，０７０百万円

文化の振興、観光の振興、地域の活性化の好循環を生み出すことを目的とする「文化観光
拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律」に基づく拠点計画及び地
域計画の策定・実施のための事業について支援。

①② 拠点計画又は地域計画の策定主体又は実施主体となる者

① 認定拠点計画に基づく文化観光拠点施設機能強化事業

② 認定地域計画に基づく地域文化観光推進事業

概 要

事業イメージ

対象者

対象事業

支援内容

支援スケジュール（予定）

①② 機能強化事業、地域推進事業 … ２／３

①② 機能強化事業、地域推進事業
令和４年２月上旬：交付要望受付
令和４年３月下旬：採択結果通知
令和４年５月 ：交付決定予定 ※２次公募は未定

○問い合わせ先 ：文化庁 参事官（文化観光担当）
TEL 03-6734-4893
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